
 

トヨタ紡織グループ サステナビリティ基本方針 
 

トヨタ紡織グループのサステナビリティ基本方針は、「経営の考え方」、「マテリアリティ」、

「経営の目指す姿」で構成されています。 

 

１．経営の考え方 

トヨタ紡織グループは、「豊田綱領※」に基づいて「マテリアリティ」を定め、本業を

通じて、社会に貢献していきます。 

※トヨタグループの創始者である豊田佐吉の考えをまとめたもの 

 

２．マテリアリティ 

インテリアスペースクリエイターとして快適・安全・安心を創造し、こころ豊かな

暮らしと交通事故死傷者ゼロ社会に貢献していきます。 

また、再生可能エネルギーの活用やサーキュラーエコノミーでカーボンニュートラルの

実現に挑戦していきます。【図１参照】 

 

３．経営の目指す姿 

よき企業市民として社会的価値への貢献と、競争力・経営基盤の強化の取り組みを軸に

経済的価値の向上を図り、ステークホルダーのみなさまの期待に応えると同時に持続可能な

成長を追求していくことで、企業価値の向上【図２参照】を目指します。 

 

 

【図１】                 【図２】  

 


